
次
代
を
担
う
若
者
の
育
成
を
力
強
く
宣
言

水
の
大
切
さ
・
防
災
を
ア
ピ
ー
ル

官
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

工
夫
を
凝
ら
し
て
体
験
学
習

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
青
年
部
協
議
会
（
秋
山
雅
仁
会
長
）
は
八
月
十
九
日
、
福
岡
県
福
岡
市
の
ホ

テ
ル
日
航
福
岡
で
第
二
十
一
回
通
常
総
会
を
開
き
、
平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
案
な
ど
を
承
認
す
る
と
と
も

に
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
秋
山
会
長
を
再
選
し
た
。
全
国
の
会
員
を
は
じ
め
行
政
・
業
界
関
係
者
ら
約

四
百
名
が
一
堂
に
集
い
、
新
た
に
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
テ
ー
マ
に
結
束
力
を
強
め
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
魅
力

あ
る
業
界
へ
次
代
を
担
う
若
者
を
育
成
し
て
い
く
と
力
強
く
宣
言
し
た
。
（
３
面
に
関
連
記
事
）

総
会
に
は
委
任
状
を
含
め

三
十
二
団
体
が
出
席
。
冒

頭
、
秋
山
会
長
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
昨
年
は
創
立
二
十

周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
、

皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力
に

改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ

る
。
建
設
産
業
で
は
将
来
の

担
い
手
の
確
保
や
技
能
・
技

術
の
継
承
、
現
場
の
生
産
性

の
向
上
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
青
年

部
は
親
組
合
と
連
携
し
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
水
道
業

界
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
き

た
い
。
千
六
百
名
の
会
員
と

い
う
強
み
を
活
か
し
、
活
発

な
組
織
活
動
を
通
じ
て
結
束

力
を
強
め
、
魅
力
あ
る
業
界

へ
次
代
を
担
う
若
者
を
育
成

し
て
い
く
」
と
述
べ
、
一
層

の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

議
事
で
は
新
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
な
ど
五
議
案

を
満
場
一
致
で
承
認
。
役
員

改
選
で
は
秋
山
会
長
を
は
じ

め
総
務
担
当
副
会
長
に
扇
俊

介
氏
（
宮
城
）
、
事
業
担
当

副
会
長
に
小
金
丸
剛
氏
（
福

岡
）
、
総
務
部
会
長
に
仲
儀

公
亮
氏
（
さ
い
た
ま
）
、
事

業
部
会
長
に
日
下
貴
博
氏

（
福
島
）
を
選
出
し
た
。
新

年
度
は
広
報
関
連
事
業
と
し

て
「
ア
ヒ
ル
の
た
ま
ご
」
発

刊
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
更

新
、
環
境
問
題
研
究
事
業
報

告
書
の
作
成
、
全
管
連
事
業

へ
の
参
加
、
相
談
員
の
派

遣
、
会
員
交
流
事
業
と
し
て

研
修
会
、
出
前
ト
ー
ク
ミ
ッ

シ
ョ
ン
、
親
会
委
託
事
業
と

し
て
管
工
事
業
界
Ｐ
Ｒ
ビ
デ

オ
製
作
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

を
利
用
し
た
会
員
交
流
、
担

い
手
育
成
事
業
と
し
て
職
業

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
と
の
交

流
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

こ
の
あ
と
粕
谷
明
博
全
管

連
専
務
理
事
が
指
定
工
事
店

更
新
制
度
等
に
つ
い
て
講

演
。
ま
た
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
歴
史
資

料
館
初
代
館
長
の
山
谷
幹
夫

氏
が
弊
社
発
行
「
日
本
の
水

洗
ト
イ
レ
〜
誕
生
と
発
達

〜
」
を
テ
キ
ス
ト
に
水
洗
ト

イ
レ
の
歴
史
・
技
術
に
関
す

る
記
念
講
演
を
行
っ
た
。

懇
親
会
で
は
精
華
女
子
高

校
吹
奏
楽
部
の
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
演
奏
が
出
席
者
を
迎
え
、

毛
利
崇
志
福
岡
大
会
実
行
委

員
長
の
開
会
の
辞
に
続
い
て

秋
山
会
長
が
「
再
度
会
長
の

任
を
拝
命
し
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
だ
。
今
年
度
は

『
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
』
を
テ

ー
マ
に
一
丸
と
な
っ
て
人
材

育
成
な
ど
の
重
要
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
多
様
な
価

値
観
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

組
織
づ
く
り
を
進
め
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。
来
賓
を

代
表
し
て
中
園
正
直
福
岡
市

副
市
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
藤

成
德
全
管
連
副
会
長
・
福
岡

市
管
工
事
協
同
組
合
理
事
長

が
大
澤
規
郎
全
管
連
会
長
の

あ
い
さ
つ
を
代
読
し
、
清
森

俊
彦
福
岡
市
水
道
事
業
管
理

者
の
発
声
で
一
斉
に
乾
杯
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み

つ
つ
歓
談
し
、
次
回
開
催
地

を
代
表
し
て
日
下
部
会
長
・

福
島
県
管
工
事
協
同
組
合
連

合
会
青
年
部
副
部
長
の
あ
い

さ
つ
、小
金
丸
副
会
長
・
福
岡

市
管
工
事
協
同
組
合
青
年
部

会
会
長
の
お
礼
の
言
葉
、
扇

副
会
長
の
閉
会
あ
い
さ
つ
で

盛
況
の
う
ち
に
散
会
し
た
。

水
循
環
政
策
本
部
、
国
土

交
通
省
、
東
京
都
、
水
の
週

間
実
行
委
員
会
に
よ
る
水
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
展
示
会

が
八
月
十
五
〜
十
七
日
の
三

日
間
、
千
代
田
区
の
東
京
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
か
れ

た
。
「
水
の
ハ
ッ
ピ
ー
デ
ー

〜
水
に
つ
い
て
学
ぼ
う
」
を

テ
ー
マ
に
多
彩
な
実
験
、
映

像
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
じ
て

将
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
水

の
大
切
さ
や
防
災
の
必
要
性

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

平
成
二
十
六
年
に
施
行
さ

れ
た
水
循
環
基
本
法
は
国
民

が
健
全
な
水
循
環
の
重
要
性

に
つ
い
て
理
解
・
関
心
を
深

め
る
よ
う「
水
の
日
」「
水
の

週
間
」
を
定
め
て
い
る
。
こ

の
た
め
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
官
民
が
一
致
協
力
し
、

夏
休
み
中
の
小
学
生
や
保
護

者
を
対
象
に
親
し
み
や
す
い

体
験
学
習
を
繰
り
広
げ
た
。

期
間
中
は
東
京
都
水
道
局

が
「
水
道
キ
ャ
ラ
バ
ン
２
０

１
７
〜
東
京
の
水
道
を
学
ぼ

う
」
、
東
京
都
下
水
道
局
が

「
下
水
道
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

？
〜
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
か

ん
が
え
よ
う
」
、
農
業
農
村

工
学
会
と
全
国
水
土
里
ネ
ッ

ト
が
「
い
の
ち
育
む
農
業
用

水
」
、
日
本
治
山
治
水
協
会

が
「
森
林
の
働
き
と
お
い
し

い
水
」
、
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
「
親
子
で

学
ぶ
防
災
教
室

自
然
災
害

か
ら
身
を
守
ろ
う
」、日
本
水

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
「
雨
つ
ぶ
に

な
っ
て
、
ぐ
る
ぐ
る
巡
る
旅

を
し
よ
う
！
」
と
題
し
て
工

夫
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

展
開
。
ま
た「
水
の
百
科
展
」

で
は
パ
ネ
ル
展
示
や
実
験
で

水
の
世
界
を
体
感
し
た
。

全
管
連
青
年
部
福
岡
で
盛
況
に
総
会
開
催

秋山会長

記念講演の山谷氏

ホテル日航福岡に４００名集う

藤全管連副会長

粕谷全管連専務理事

東京国際フォーラムで開催
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